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地域の皆さまには、⽇頃より弊社の事業にご理解とご協⼒をいた
だき、厚く御礼申しあげます。
弊社は１９５０年５⽉に創業し、今年で７５周年を迎えることと

なりました。これもひとえに地域の皆さまのご理解とご⽀援の賜物
と⼼より感謝申し上げます。
近年、「持続可能な社会」「脱炭素社会」の実現に向けた取り組

みが進んでおりますが、⼆酸化炭素の排出量が少なく環境にやさし
い電気炉による弊社の鉄づくりは、社会から注⽬を集めております。
これからも地域社会の⼀員であるという⾃覚を常に持ち、皆さま

から信⽤・信頼される企業であり続けるとともに、事業活動を通じ
てカーボンニュートラル社会の実現に貢献する企業を⽬指してまい
りますので、今後ともご理解、ご⽀援を賜りますよう、何卒よろし
くお願い申し上げます。
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地域の皆さまとの輪 中部鋼鈑をご紹介します地域の皆さまとの輪 中部鋼鈑をご紹介します

旧電気炉（1962年） 新電気炉（2024年）

お 詫 び

2024年10⽉、環境⾯に優れた最新鋭電気炉への更新⼯事が完了し稼働を開始いたしました。
弊社の200トン電気炉は、約３年間の⼯事期間を経ておよそ60年ぶりに新しくなりました。
新電気炉は鉄スクラップを短時間かつ省電⼒で溶解することができ、業界トップクラスの⾼効率操業
と環境性能を実現する性能を備えています。

旧電気炉と⽐較した新電気炉の特徴

・電⼒効率がアップし省エネとなるため、⼆酸化炭素の排出量削減に貢献

・密閉構造のため粉じんや騒⾳が低減し、地域社会や環境により配慮した操業が可能

新電気炉完成・稼働のお知らせ

1⽉21⽇(⽕) 当社製造所において発⽣しました事故により、近隣住⺠の皆さまをはじめとする多くの
⽅々に多⼤なご迷惑とご⼼配をおかけいたしましたことを、あらためて深くお詫び申し上げます。
設備や建屋の復旧⼯事が完了し、現在は操業を再開しております。再発防⽌策を徹底し、信頼の
回復に努めてまいりますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。



Ｄ

その他、サステナビリティに関する取り組みをはじめとした
中部鋼鈑の最新情報はWebサイトをご覧ください。

https://www.chubukohan.co.jp/

または

CHUBU KOHAN TOPICS

脱炭素社会に向けて

再⽣可能エネルギーの確保

コインランドリ のご紹介

Ｄ

中部鋼鈑の製品「厚板」でエコリーフを取得

エコリーフは、環境に与える影響を
数値化し表⽰するものです。
中部鋼鈑の厚板の製造から使⽤・廃
棄を通して排出されるCO2排出量な
どが、第三者機関により証明され公
開されました。
電気炉厚板では、中部鋼鈑が初めて
の取得となりました。

＜営農型太陽光発電所＞

Ｄ

電炉法はCO2排出量が少ない製鋼法

中部鋼鈑(電炉法)では、主原料
として鉄スクラップを使⽤する
ため、鉄鉱⽯を使⽤する⾼炉法
と⽐べて、製品１トンあたりの
CO2排出量は“約１/４”。
さらなるCO2削減に向けて、
省エネ投資や再⽣可能エネル
ギー活⽤に積極的に取り組んで
いきます。

⼩碓通り沿いの緑地で桜の花が咲きました

中部鋼鈑の厚板は
加⼯され建材と
なってビルの⼀部
となり、皆さまの
⽣活を⽀えていま
す。

＜現 在＞

＜現 在＞

電気炉更新⼯事中に、緑地に置いてありました
備蓄スラブ（電気炉停⽌期間中のために備えた仕
掛品）はなくなり、現在は桜の花が満開です。
この桜の⽊は、毎年、新⼊社員が植えています。

＜電気炉更新⼯事中＞

今年も植えました︕

こんな所に使われています︕

梁

柱

＜建材使⽤実績例＞

梁(はり)や、
柱として
使われます︕

中部鋼鈑の敷地外に太陽光発電所を設置し、再⽣可能エネルギーを
調達するオフサイトPPAサービスを導⼊しました。中部電⼒ミライ
ズが中部地⽅の複数の太陽光発電所から調達する電気を、中部鋼鈑
で使⽤する仕組みです。 年間2,400トンの

CO2を削減⾒込み
です︕

明徳町でコインランドリーを運営
しています。

ご家庭では難しい⽑布などの⼤物
やダウンジャケット(ウール以外)
も洗えます。

外⼲しで付いてしまう花粉対策や、
⾼温乾燥によるダニ退治としても
ご活⽤ください︕

土曜日はサービスデー♪
洗濯乾燥機がおトク!!

駐⾞場完備


